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本書は，高齢者の生きがい対策のひとつとして，「世代間交流」に視点を
あてた国際フォーラムの研究発表をまとめたものである．世代間交流と
して，世代間交流プログラムを老年学，子どもの教育，住生活，家族関
係，高齢者施設，学校教育などあらゆる側面から世代間交流の事例研究
を進めている． 
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